
特別セミナー

「海洋・宇宙連携の推進による産業振興に向けて」 

日 時：2017 年 7 月 11 日(火) 13:30～17:00 （17:30～ 意見交換会） 

場 所：東京・虎の門 笹川平和財団ビル 11 階 国際会議場   
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Marine Technology Society（MTS）日本支部  
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(一社)日本埋立浚渫協会、(一社)次世代センサ協議会、日本海洋政策学会、 

(公財)笹川平和財団海洋政策研究所、(一社)日本リモートセンシング学会、 





特別セミナー

「海洋・宇宙連携の推進による産業振興に向けて」 

〔開催趣旨〕

 近年、海洋・宇宙連携の必要性はますます高まってきています。衛星リモートセンシング及び 

通信の技術革新は、今後、海洋分野で革命的な進歩をもたらす可能性があります。多数のインタ 

－ネット通信衛星による海洋ブロードバンドの実現、多くのリモートセンシング衛星による高頻 

度の全地球観測・監視は、海洋ビッグデータによるビッグビジネスの開花を予感させます。我が 

国の200 海里EEZ はもちろん、北極海やオホーツク海をカバーした、様々な産業活動のインフ 

ラとしても、極めて重要と言えます。

主催者らは、これまで、「海洋・宇宙の連携推進」をテーマに、連続的にセミナーを開催してき

ました。第1 回は神戸大学（2014.1.31）、第2 回は横浜国立大学（2014.8.29）、第3 回は

東京海洋大学（2015.4.21）、第4 回を北海道大学（2016.1.28-29）で開催しました。回を

追うにつれて、アカデミア間での検討から徐々に、“産業振興”へと重点移動を試みてまいりまし

た。続く、昨年10 月4 日の「海洋・宇宙連携の今後の在り方」に関する特別セミナーでは、ア

メリカ及びヨーロッパでの取組を直接、話題提供していただき、国際的視点での情報共有も図っ

てまいりました。

 これらの活動と並行して、日本海洋政策学会で「海洋・宇宙の産学官連携方策に関する研究」 

という課題研究グループが立ち上げられまして（ファシリテーター：廣野康平・神戸大学准教授）、 

海洋・宇宙連携による産業振興に関する提言が発表される運びとなっており、その内容は本セミ 

ナーでもプレゼンしていただきます。

折しも、来年春に「第3 期海洋基本計画」の策定が予定されており、現在、その内容について

の議論が高まりつつあることは周知のとおりです。他方、宇宙政策委員会からは、「宇宙産業ビジ

ョン」が、6 月9 日までパブリックコメントに付され、近々、正式決定の運びであるほか、「宇

宙基本計画工程表（平成29 年度改訂）」の策定に向けた意見募集が6 月17 日から7 月17 日

まで、行われています。 

ところで、昨年10 月4 日の特別セミナーでは、初めて、行政サイドから内閣官房総合海洋政 

策本部事務局（当時）と内閣府宇宙開発戦略推進事務局に一緒に登壇していただきましたが、今

回は、産業振興の視点を一層推し進めるため、産業界サイドから、経団連の海洋開発推進委員会

及び宇宙開発利用推進委員会の関係者にも、揃って登壇していただくことといたしました。これ

もまた本邦初のことで、行政及び産業界の双方から海洋・宇宙の揃い踏みとなります。 

さらに、パネリストにはユーザー業界の方々にお願いいたしまして、登壇者ならびにご参加の

方々ともども、産業振興の視点から、今後の海洋・宇宙連携の道筋を大いに議論していただきた

いと考えています。 
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特別セミナー 
「海洋・宇宙連携の推進による産業振興に向けて」 

○日 時： 2017年7月11日(火) 13:30－17:00 （17:30－19:00 意見交換会〔懇親会〕） 

○場 所： 東京・虎の門 笹川平和財団ビル11階 国際会議場（意見交換会は10階） 

≪プログラム≫ 

 

総合司会：塩原泰・（一社）海洋産業研究会主席研究員兼研究部長補佐 

 

◆開   会    中原裕幸・（一社）海洋産業研究会常務理事 

（13:30） 

◆基調講演  「海洋分野における宇宙利用－未来情報サービスの豊かな未来－」 

（13:35）             ･･････山形 俊男・東京大学名誉教授 

◆話題提供（１）  「宇宙と連携した海洋情報の産業利活用の可能性」 

（14:05）             ･･････長澤 仁志・経団連海洋開発推進委員会総合部会長 

◆話題提供（２）  「宇宙システム利用の現状と海洋との連携への期待」 

（14：25）            ･･････麻生 紀子・経団連宇宙開発利用推進委員会 

◆話題提供（３）  「海洋・宇宙連携による産業振興に向けた提言」 

(14:45)              ･･････廣野 康平・神戸大学准教授 

（日本海洋政策学会「海洋・宇宙連携」課題研究グループファシリテーター） 

＜休憩（15:05－15:20）＞ 

 

◆パネルディスカッション  （コーディネーター：北川 弘光・（公財）笹川平和財団客員研究員）   

◇趣旨説明 

◇ミニプレゼン(1)  「海洋基本計画における海洋・宇宙連携」 

（15:25）            ･･････木下 秀樹・内閣府総合海洋政策推進事務局参事官 

◇ミニプレゼン(2)  「宇宙産業ビジョン2030～第4 次産業革命下の宇宙利用創造～」 

（15:35）            ･･････高見 牧人・内閣府宇宙開発戦略推進事務局参事官 

◇パネリストプレゼン   

（15:45～各5 分） （パネリスト） 

泉   史郎・（株）商船三井技術部LNG 船プロジェクト第二グループマネジャー 

越智 正昭・（株）ハレックス代表取締役社長 

大島 達樹・(国研)水産研究・教育機構開発調査センター浮魚類開発調査グループGL  

関本 恒浩・五洋建設(株)執行役員技術研究所担当             

 

◇ディスカッション （パネリスト間討議、フロア参加討議） 

（16:05－16:55） 

 

◇コーディネーター   まとめ 

（16:55） 

 

◆閉   会    鈴木英之・Marine Technology Society 日本支部長 

(17:00) 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

☆意見交換会 （懇親会）  （於：10 階 食堂）  

（17：30－19：00） 
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海洋・宇宙連携 特別セミナーの系譜 

海洋と宇宙の 
連携ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

リモセン学会・海洋学会
2015.3 

C-SIGMAⅤ
2014.12

海洋・宇宙 
連携委員会 

JAXA（2009～） 

海洋と宇宙に関する産学連携セミナー 

海洋への衛星利用に 
関する調査研究委員会 
海洋政策研究財団（2012） 

≪産学の動き≫ 

海洋安全保障の盤石化、海洋権益・海洋資源・地球 
環境保全と活用のために－産学官連携態勢の実現－ 

第1期 
海洋基本計画 

2008.3 

宇宙 
基本計画 

2009.6 

宇宙 
基本法 

2008.5.28 

海洋 
基本法 

2007.4.27 

改定 
2013.1 

新たな海洋立国 
の将来ビジョン 

産業振興 

海洋と宇宙 
政策の連携 

第3期 
海洋基本計画 

2018.3-4？ 

次期計画 
2020? 

≪行政の動き≫ 

第1回神戸大 
「政策と技術の 
革新に向けて」 

2014.1.31 

第2回・横浜国大 
「ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞへの 
衛星利用」 
2014.8.29 

第3回・東京海洋大 
「海洋資源・産業と船舶
航行への可能性」 

2015.4.21 

第4回・北大 
「技術開発と産業振興
の在り方を考える」 

2016.1.28-29 

日本海洋政策学会 
「海洋・宇宙連携方策」課題研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

（2015.10-2017.9） 

第5回 
「海洋・宇宙連携の今後の 

在り方」に関する特別セミナー 
2016.10.4 東京大学小柴ホール 

特別セミナー   

「海洋・宇宙連携の推進による産業振興に向けて」 

2017.7.11 笹川平和財団ビル 国際会議場 

（工程表は毎年改定） 

第3期海洋基本 
計画に向けた提言 

（2017.6） 

現基本計画 
2015.1.9 

第2期 
海洋基本計画 

2013.4. 

4
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本資料の無断転載、複写、複製を禁じます。

特別セミナー

「海洋・宇宙連携の推進による産業振興に向けて」

＝＝＝ 予 稿 集 ＝＝＝

2017 年 7 月 11 日発行

主 催： (一社)海洋産業研究会 

Marine Technology Society（MTS）日本支部  

後 援：(一社)日本航空宇宙工業会、(一社)大日本水産会、 (一社)漁業情報サービスセンター、 

(一社)日本船主協会、(一社)日本造船工業会、(一社)日本舶用工業会、 

(一社)日本埋立浚渫協会、(一社)次世代センサ協議会、日本海洋政策学会、 

(公財)笹川平和財団海洋政策研究所、(一社)日本リモートセンシング学会、 

◆連 絡 先 ：一般社団法人海洋産業研究会

（e-mail アドレス：rioe@rioe.or.jp 、Tel：03-3581-8777）
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